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では、新生骨の面積比率(Bone Area (BA))は、両者に有意な差はみとめられなかったが、新生骨との接触率(Bone-to-Implant 
Contact (BIC))でカルシウムコーティングスクリューが純チタンスクリューよりも有意に大きな値を示した。埋入 28 日後の
骨石灰化速度（MAR）では、カルシウムスクリューの荷重 10ｇ群が純チタンスクリューの荷重なし群よりも有意に大きな値を
示した。以上の結果より、カルシウムコーティングは純チタンスクリューと比較し、より高い骨形成能を有することが示唆さ
れた。 
 
